
ICT技術を積極的に活用して栽培経験の少なさを補う
栽培に快適な環境を自動制御する装置を導入

茶農家が最新ハウスでイチゴ栽培
～新たな経営モデルに向けた挑戦～
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お茶の需要が低迷する中、令和元年からイチゴの生産を挑戦してきました。
栽培経験の少なさなど、様々な不安はありましたが、本格的に複合栽培に踏み切
るため、ICT技術を積極的に活用した最新のハウスや集荷施設などを増設するこ
とを決意しました。
５０年余続く家業（茶業）を安定して続けていくためにも、イチゴ栽培との複合栽
培をしっかり軌道に乗せ、お茶とイチゴの二本柱で、この地域を魅力的にしてい
きたいです。
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